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ミーレ食器洗い乾燥機用配管隠しカバー

 4  オプションの取り付け -6

58

食洗機

①ミーレ食洗機を設置します。
②背面側の配管隠しカバーをミーレ食洗機にかぶせるようにして差し込み、両面テープ（６ヶ所）
　にて床面に固定します。
③前面側の配管隠しカバーに貼り付けてあるロックファスナー（２ヶ所）の剥離紙をめくり、背
　面側の配管隠しカバーにかぶせるようにしてミーレ食洗機の巾木に貼り付け、床面は両面テー
　プ（２ヶ所）にて固定します。
※オンウォールタイプの場合、背面側の配管隠しカバーを設置してからミーレ食洗機を取り付け、
　前面側の配管隠しカバーを取り付けます。

ロックファスナー（２ヶ所）

両面テープ（底面６ヶ所）
配管隠しカバー（背面側）

両面テープ
（底面２ヶ所）

配管隠しカバー（前面側）

巾木
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25

59

64
5

10

納まり図

側面図

平面図

配管隠しカバー

背面前面

配管隠しカバー

ユニット側板

ミーレ
食洗機



ＡＥＧ食器洗い乾燥機用配管隠しカバー

 4  オプションの取り付け -7

60

①ＡＥＧ食洗機に飾り板（４ｍｍ）とドア材を取り付けます。
※取り付け方法については、付属の「設置マニュアル」参照。
②Ｌ金具に付属のマジックテープを貼り付けます。
③スペーサーの前面（配管隠しカバー（前面側）取付面）に両面テープ（市販品）を貼り付け、
　背面（Ｌ金具取付面）にもう片方のマジックテープを貼り付けます。
④前面側の配管隠しカバー裏面にスペーサーを取り付けます。
　先ほど貼り付けた両面テープにて端から１２０ｍｍの位置に貼り付けます。
⑤背面側の配管隠しカバーを床面の指定位置に両面テープ（６ヶ所）にて固定します。
⑥ＡＥＧ食洗機を設置します。
⑦Ｌ金具を床面の指定位置に両面テープ（市販品）または付属のタッピンねじにて固定します。
⑧前面側の配管隠しカバーを背面側の配管隠しカバーにかぶせるようにして、前面側の配管隠し
　カバーに取り付けたスペーサーのマジックテープ（２ヶ所）をＬ金具のマジックテープに貼り
　付け、床面は両面テープ（２ヶ所）にて固定します。

両面テープ（市販品） マジックテープ

マジックテープ

前面

■スペーサー

■Ｌ金具

背面
（配管隠しカバー（前面側）
　取付面）

（Ｌ金具取付面）

ドア材

飾り板（４ｍｍ）

食洗機

120 120

スペーサー取付位置（平面図）

■配管隠しカバー（前面側）

マジックテープ

スペーサー



61

両面テープ（底面６ヶ所）
配管隠しカバー（背面側）

食洗機

食洗機

配管隠しカバー（前面側）

両面テープ（底面２ヶ所）

スペーサー
（２ヶ所）

マジックテープ
（２ヶ所）

Ｌ金具
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前面

配管隠しカバー（背面側）

前面

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

120 12030
10

64
5

Ｌ金具

納まり図

平面図

平面図

25
50

63
0
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 4  オプションの取り付け -9

64

フロントパネル点検口（ミーレ食洗機、ＡＥＧ食洗機の場合）

60
7

52
61

フロントパネル点検口
裏面

75 4

+ナゲシねじ
　3.8×32

ワッシャー

ヘッドキャップカバー

付属ねじ
キャッチ

4

34
8

34
8

11

24

この部分を
回して
前後位置を
調整する

シンクユニット

※位置は
　現物合わせ

マグネットキャッチ本体

付属ねじ

①隣接するユニットの側板にフロントパネル点検口を取り付けます。
　＋ナゲシねじ（3.8×32）にワッシャーを通してフロントパネル点検口を固定します。
　固定したあと、ヘッドキャップカバーを取り付けます。
※隣接するユニットがシンクユニットの場合、シンクユニットと反対側のユニットの側板に
　取り付けます。
②フロントパネル点検口を取り付けたユニットと反対側のユニットの側板に付属ねじにて
　マグネットキャッチ本体を取り付けます。
③フロントパネル点検口にキャッチを取り付けます。
　マグネットキャッチ本体の位置に合わせて、
　付属ねじにてキャッチを取り付け
　ます。

シンクユニット



65

595(445)2.5 2.5

フロントパネル点検口

シンクユニット

■取り付け
・丁番本体を座金に取り付けます。

■取り外し
・ツメを押して座金から丁番本体を取り外します。

１ ２ ３

１ ２

座金

ツメ

丁番本体

フロントパネル点検口の取り付け、取り外し方法を説明します。

丁番の取り付け、取り外し

フロントパネル点検口の調整

平面図

納まり図

フロントパネル点検口の目地を確認し、調整を行います。
「丁番の調整」（46ページ参照）
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ガスオーブンレンジ用配管隠しカバー
①オーブンレンジ用台輪を設置します。
②背面側の配管隠しカバーをオーブンレンジ用台輪にかぶせるようにして差し込み、
　両面テープ（４ヶ所）にて床面に固定します。
③前面側と背面側の配管隠しカバーのロックファスナー（２ヶ所）の位置を合わせ、前面から
　押さえて固定します。

※オンウォールタイプの場合、背面側の配管隠しカバーを設置してからオーブンレンジ用台輪を
　取り付け、前面側の配管隠しカバーを取り付けます。

ロックファスナー

両面テープ（底面４ヶ所）

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

オーブンレンジ用台輪
ロックファスナー
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側面図

平面図

61
5

10

10

配管隠しカバー

背面前面

配管隠しカバー

オーブンレンジ用台輪

ユニット側板

納まり図

オーブン
レンジ用
台輪
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電気オーブンレンジ用配管隠しカバー

フロア
ユニット

フロア
ユニット

フロア
ユニット

フロア
ユニット

配管隠しカバー（背面側）

①背面側の配管隠しカバー両側外面（隣のユニットに接する面）の上端に両面テープ（幅１０
　ｍｍ）を貼ります。（図１）
②背面側の配管隠しカバーを図２の位置に設置し、両面テープ貼り付け位置を押さえて、隣接
　するユニットに固定します。
③オーブンを設置します。（付属の「取付設置説明書」に従ってください。）
④シュウノウフタＢをシュウノウフタＡに取り付ける際に、付属のタッピンねじ（４×１２）
　にて前面側の配管隠しカバーも同時に取り付けます。（図３）
⑤シュウノウフタをストッカーに取り付け、台枠Ｕに装着します。（付属の「取付設置説明書」
　に従ってください。）

55
37
0

10
11
0 10
0

10
0

11
0
10

図３

図１

図２　配管隠しカバー（背面側）納まり図

平面図

正面図

両面テープ

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（背面側）

シュウノウフタＢ

シュウノウフタＡ

配管隠しカバー（前面側）

タッピンねじ
　　４×１２

ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】の場合



69

シュウノウフタＢ

シュウノウフタＡ

①台輪の両側面に両面テープを貼り、図２の位置に背面側の配管隠しカバーの下部を固定しま
　す。（図１）
②台輪を設置します。（付属の「取付設置説明書」に従ってください。）
③オーブンを設置します。（付属の「取付設置説明書」に従ってください。）
④シュウノウフタＢをシュウノウフタＡに取り付ける際に、付属のタッピンねじ（４×１２）
　にて前面側の配管隠しカバーも同時に取り付けます。（図３）
⑤シュウノウフタをストッカーに取り付け、台枠Ｕに装着します。（付属の「取付設置説明書」
　に従ってください。）

フロア
ユニット

配管隠しカバー（背面側）

15
0

16
0

10

両面テープ

オーブンレンジ用台輪

配管隠しカバー（背面側）

前面

図１

図３

配管隠しカバー（前面側）

タッピンねじ
　　４×１２

側面図

前面

2926
55

オーブンレンジ用台輪

ＡＦ仕様【Ｈ＝１５０】の場合

図２　配管隠しカバー（背面側）納まり図
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分岐ヘッダ止水栓

止水栓用下地

背板

＋バインドタッピンねじ
3.5×25

分岐ヘッダ止水栓

両面テープ

はく離紙

70

分岐ヘッダ止水栓はシングルレバー混合水栓の下側に取り付けます。
シングルレバー混合水栓２本およびＢＩＧ水栓２本の場合、ユニット中央に取り付けます。

125125

22
0

125125

40
0(
30
0)

ＢＩＧ水栓の場合ＢＩＧ水栓以外の場合
（シングルレバー混合水栓２本の場合、
　ユニット中央に取り付けます。）

・シングルレバー混合水栓・シャワー付
　シングルレバー混合水栓
・メタルホース付
　シングルレバー混合水栓

■取り付け位置

■取り付け方法

127

34

127

34

100

※（　）内寸法は、４Ｄシンク専用シンクユニットの場合を示す。
※ＢＩＧ水栓は、４Ｄシンクには取り付けできません。

分岐ヘッダ止水栓

止水栓用下地

止水栓用下地

分岐ヘッダ止水栓

単位：mm

①止水栓用下地に両面テープを貼り、ユニットの背板背面に貼ります。
②ユニット内から背板をはさみ込むようにして、分岐ヘッダ止水栓を
　＋バインドタッピンねじ（３.５×２５）にて４か所固定します。



ベース固定用下地

71

■取り付け方法

※ＢＩＧ水栓を取り付ける場合、シンクユニットにベース固定用下地を取り付けます。

・シンクユニットの背板背面にベース固定用下地をあて、背板をはさみ込むようにして
　ユニット内からベースを取り付けます。
※水栓の取り付けについては、付属の「取付・設置説明書」を参照ください。

■取り付け位置

ＢＩＧ水栓２本の場合 ＢＩＧ水栓１本の場合

背板 背板

32
0

32
0

10
0

10
0

30 30 30

275 275

混合本体

ベース
シャワーホース

ベース固定用下地

ベース

混合本体

シャワーホース

ベース固定用下地

単位：mm
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転倒防止
パーツ

付属のねじ

イモネジ

転倒防止パーツ
脚に取り付けることで、転倒を防止することができます。

①ユニットの設置位置を決めます。

②脚の設置位置にマーキングします。

③ユニットの位置をずらします。

④付属のねじで転倒防止パーツを床面に取り付けます。

⑤ユニットを持ち上げ、転倒防止パーツが脚に
　おさまるようにセットします。

⑥レベル調整を行います。（21ページ参照）
　※アジャスト部分の固定穴が見えないように
　　内側へ向けてください。
　※脚本体とアジャスト部分の形状がそろうように
　　調整してください。

⑦脚の固定穴からイモネジにて転倒防止パーツに
　固定します。



ガラスバックガード

①左右どちらか一方のアルミ固定バーを、＋サラ小ねじ（Ｍ６×４０）にて
　ワークトップの指定位置（取付けガイド穴位置）に固定します。

②ガラスの両端両面の下側に、透明軟質シートを合わせて貼り付けます。

③手順①で取り付けたアルミ固定バーの溝部分に、軟質シートを貼ったガラスを
　垂直に差し込みます。

④もう片方のアルミ固定バーをガラスに差し込み、＋サラ小ねじ（Ｍ６×４０）にて
　ワークトップの指定位置（取付けガイド穴位置）に固定します。

※ガラスが差し込めない場合は、軟質シートを片面にしてください。

ワークトップをユニットへ固定する前に、ガラスバックガードの取り付けを行います。

ガラス

アルミ固定バー

アルミ固定バー

取付けガイド穴

透明軟質シート（127×9×0.5）

M6×40
+ サラ小ねじ

ワークトップ

73
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リカバリータンク

受け金具

リカバリータンク

受け金具をシンクユニットの背板の指定位置（取り付け位置参照）に＋トラスタッピンねじ
（４×10）２本にて取り付け、リカバリータンクを引っかけます。

リカバリータンク

受け金具

ＢＩＧ水栓の場合ＢＩＧ水栓以外の場合
・シングルレバー混合水栓・シャワー付

　シングルレバー混合水栓
・メタルホース付
　シングルレバー混合水栓

※（　）内寸法は、４Ｄシンク専用シンクユニットの場合を示す。
※ＢＩＧ水栓は、４Ｄシンクには取り付けできません。

35
0(
25
0)

20
0

350 350

350

リカバリータンク

受け金具

リカバリータンクはシャワー付シングルレバー混合水栓、メタルホース付シングルレバー
混合水栓、ＢＩＧ水栓の下側に取り付けます。

■取り付け方法

■取り付け位置

単位：mm



クロスギャラリー

クロスギャラリー
（２段）

ボトルデバイダー

クロスギャラリー
ねじ

ギャラリーレール

引き出し

クロスギャラリー

75

●クロスギャラリー２段タイプの場合は、ボトルデバイダーを上から落とし込むように
　クロスギャラリー２段にはめ込みます。

②ギャラリーレールにクロスギャラリーを取り付け、ねじを締めます。

①クロスギャラリーのねじをゆるめます。
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76

壁面

壁面

6

間口 　９００ｍｍ以下　　　　・・・　２個（両端のみ）
間口 　９０１～１５００ｍｍ　・・・　３個
間口 １５０１～２１００ｍｍ　・・・　４個
間口 ２１０１～３０００ｍｍ　・・・　５個

26.5〃 〃

ワ
ー
ク
ト
ッ
プ
よ
り

55
0m
m
（
※
１
）

47
0m
m
（
※
２
）

+ サラタッピンねじ
3.5×35

六角レンチ

取付金具

ブラケット

エンドキャップ

ブラケット

間口によって中間ブラケットの数が変わります。

●中間ブラケットの位置は原則として均等割にしてください。
●ラックの種類により均等割できない場合は、中間ブラケットの
　位置を考慮してください。
●ブラケット間の最大寸法は９００mmです。

・取付金具を+サラタッピンねじ（3.5×35）
　にて、図の位置に取り付けます。
・ブラケットに直線パイプを通して取付金具に差し込みます。
・ブラケットの下方ねじを六角レンチで締めて、直線パイプを
　固定します。
・直線パイプの両端にエンドキャップを取り付けます。

パイプラックパーツ

■取り付け位置

■直線パイプの取り付け

■ブラケット数

※１：ウイングチップ以外の
　　　ウォールユニット、
　　　レンジフードの下に
　　　取り付ける場合
※２：ウイングチップの
　　　下に取り付ける場合

直線パイプ



ジョイント用金具

ジョイント用金具

六角レンチ

162

ジョイント用金具
※両面テープを巻いて挿入してください。

■直線パイプを延長する場合

■コーナー用パイプを取り付ける場合

①取付金具を+サラタッピンねじ（3.5×35）にて取り付けます。
②ブラケットにコーナー用パイプを通して取付金具に差し込みます。
③ブラケットの下方ねじを六角レンチで締めて、コーナー用パイプを固定します。
④ジョイント用金具に両面テープを巻いてコーナー用パイプに差し込みます。
⑤直線パイプをジョイント用金具に差し込み、コーナー用パイプにつなぎます。
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直線パイプを延長する場合は、ジョイント用金具を使用します。
ジョイント用金具に両面テープを巻いて直線パイプに差し込みます。

※両面テープを巻いて挿入してください。

直線パイプ

直線パイプ

直線パイプ

ブラケット

コーナー用パイプ
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26

2m
m以
上

2m
m以
上

呼び
寸法
̶9
mm

＋トラスタッピンねじ3.5×12

※当図はＲ仕様を示し、Ｌ仕様は当図と対称とする

１．照明カバーのエッヂを付属の＋トラ
　　スタッピンねじ（３．５×１２）に
　　て、図１の位置に取り付けます。
　　両面テープ（できるだけ薄いもの）
　　を併用すると、位置合わせが簡単で
　　正確に行えます。
注意：ウォールユニット両端より内側に
　　　必ず２ｍｍ以上の隙間を設けてく
　　　ださい。

アルミ製

照明カバー・照明器具

警告
配線工事は関連する法令、規程に従って、必ず「有資格者」
が行ってください。
接続や固定が不完全な場合は、火災の原因になることがあります。

図１

図２2.　照明カバー用サイドキャップ（以下
　　サイドキャップ）を丸ノコ等を使用
　　して図２の寸法にカットしてくださ
　　い。

注意１：サイドキャップは１セットにつ
　　　　きＲ仕様・Ｌ仕様が各１枚ずつ
　　　　必要です。
　　　　カットする際は、Ｒ仕様（Ｌ仕
　　　　様）ばかり２枚作らないように
　　　　注意してください。
注意２：サイドキャップをカットする際
　　　　は、表面側（シボ柄のある面）
　　　　よりカットしてください。

エッヂ

※１　薄型ウォールユニット用　…　３００ｍｍ
※２　ウォールユニット用　………　３５０ｍｍ
※３　深型ウォールユニット用　…　４０５ｍｍ

※1
※2

表面側

サイドキャップ

※3
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＋トラスタッピンねじ3.5×12

３．照明カバーを前面より‘パチン’と
　　音がするまで押し込みます。（図３）
注意：ウォールユニット両端より内側に
　　　必ず２ｍｍずつ隙間を設けてくだ
　　　さい。
４．サイドキャップを付属の＋トラスタ
　　ッピンねじ（３．５×１２）にて取
　　り付けます。（図４）
５．照明器具を付属の＋トラスタッピン
　　ねじ（３．５×１２）にて、図５の
　　位置に取り付けます。
　　なお、電源コード類は照明カバー内
　　の配線スペースに収納してください。
注意１：照明器具を２本以上連結する場
　　　　合、付属の延長コードを使用し
　　　　てください。（図６）
注意２：図７・図８のようにウォールユ
　　　　ニットの底面が段違いになって
　　　　いる場合には、コードカバーを
　　　　使用して延長コードを保護して
　　　　ください。

図３

図４

図５ 図６

図７ 図８

押し込む

延長コード
照明器具

配線スペース

延長コード
延長コード

接着テープ付きコードカバー
（カットして使用） 接着テープ付きコードカバー

（カットして使用）

サイドキャップ

照明カバー
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30

照明カバー

ウォールユニット

ウイングチップ

照明カバー
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※1

※2

ステンレス製

１．照明カバーを付属の＋トラスタッピンねじ（３．５×１２）にて、図１の位置に取り付けま
　　す。
　　ウォールユニットの場合、ユニット前面（扉を含まない）より０～２ｍｍ、側面より０～１
　　ｍｍ入った位置に取り付けます。（図１）
　　ウイングチップの場合、前面より３０ｍｍ、側面より０～１ｍｍ入った位置に取り付けます。
　　（図２）
　　両面テープ（できるだけ薄いもの）を併用すると、位置合わせが簡単で正確に行えます。

図３

図１ 図２

※１　壁面パネル仕様
　　　　Ｌ＝３０６ｍｍ（ウォールユニットＤ＝３５０ｍｍ用）
　　　　Ｌ＝３６１ｍｍ（ウォールユニットＤ＝４０５ｍｍ用）
　　　　Ｌ＝５１１ｍｍ（ウォールユニットＤ＝５５５ｍｍ用）
※２　壁付け仕様
　　　　Ｌ＝３１８ｍｍ（ウォールユニットＤ＝３５０ｍｍ用）
　　　　Ｌ＝３７３ｍｍ（ウォールユニットＤ＝４０５ｍｍ用）
　　　　Ｌ＝５２３ｍｍ（ウォールユニットＤ＝５５５ｍｍ用）

＋トラスタッピンねじ
　　　　　3.5×12

＋トラスタッピンねじ
　　　　　3.5×12

サイドキャップ
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0～
1

図４　ウォールユニット

２．サイドキャップは壁面パネルがある場合と無い場合で長さが異なります。（図３・図４）
※　ウイングチップの場合、サイドキャップはありません。（図５）
３．サイドキャップを照明カバーの側面に合わせて付属の＋トラスタッピンねじ（３．５×１２）
　　にて取り付けます。（図６）
注意：ウォールユニット側面より０～１ｍｍ入った位置に取り付けます。

図５　ウイングチップ

図６

サイドキャップ

ウォールユニット

照明カバー

＋トラスタッピンねじ
　　　　　3.5×12

350/405/555 350/405/555 350

壁壁壁

壁面パネル

照明カバー
壁面パネル

照明カバー

サイドキャップ
（L=306/361/511）

照明カバー
サイドキャップ
（L=318/373/523）

※サイドキャップはありません。



82

４．照明器具を付属の＋トラスタッピンねじ（３．５×１２）にて、図７の位置に取り付けます。
　　なお、電源コード類は照明カバー内の配線スペースに収納してください。
注意：照明器具を２本以上連結する場合、付属の延長コードを使用してください。（図８）

図７

図８

ウォールユニット ウイングチップ

照明器具

配線スペース

照明器具

配線スペース

延長コード

照明器具

 4  オプションの取り付け -18
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取付・設置後に、次の内容を確認してください。不具合がある場合は、調整を行ってください。
□「安全上のご注意」および本書の内容に従って、正しく取付・設置されているかを再度確認し
　てください。
□水漏れ等異常がないか確認してください。

取付・設置の後に
取付・設置後の確認

養生

清掃と引き渡し

●ワークトップや扉等損傷する恐れのある部分は、必ず梱包材を利用して養生してください。
●シンク・加熱機器等破損する恐れのある部分は、ビニール等で中が見えるように養生してくだ
　さい。
●養生に使うテープは、粘着力の弱いマスキングテープ等を使用してください。

●表面の汚れやほこりを拭き取り、傷等の損傷がないか確認します。
●清掃が終了したら、お客様に本書（取付・設置説明書）をお渡しください。

システムキッチン【CORE】

内装仕上げ部分および下地部分とも Ｆ☆☆☆☆

「住宅部品表示ガイドライン」
キッチンバス工業会　表示指針による

本体に貼り付けの検査証をご確認ください。

化粧パネル（PB）  Ｆ☆☆☆☆
MDF Ｆ☆☆☆☆
合板 Ｆ☆☆☆☆
接着剤 Ｆ☆☆☆☆

商品名

ホルムアルデヒド発散区分

表示ルール

製造番号

ホルムアルデヒド発散材料区分詳細
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P9WP-TRS174
12.3www.toyokitchen.co.jp

〒107-0062　東京都港区南青山3-16-3

ユーザーサポートセンター
お問い合わせ　info@toyo1.toyokitchen.co.jp

東京 03-5771-1040　名古屋 052-709-1040　大阪 06-6241-1040
福岡 092-729-1040　金　沢 076-264-1040　岡山 086-243-6111

快適なキッチンのススメ

トーヨーキッチンメンテナンス　　www.tk-maintenance.com
TOYO KITCHEN STYLE 商品を気持ちよくご使用いただけるように、
トーヨーキッチンメンテナンスでは修理またはパーツ販売を承ります。

トーヨーキッチンホームページのオンラインショップ「SHOP TOYO KITCHEN」でオプションパーツをご購入いただけます。
詳しくは、www.toyokitchen.co.jpをご覧ください。

携帯からでも
修理／メンテナンスの
依頼ができます。

アクセスはこちらから　→


